
 

 

 

 

 

 

1. 研究目的 

本研究は、RC 高架橋の乾燥収縮に関する研究を行

うものである。ここでは有限要素法解析コード

FINAL を用いて解析が行われるが、FINAL には乾

燥収縮を扱う解析手法が存在せず、温度荷重による

収縮を用いて、同様の収縮挙動が得られるかを検証

する。解析を行う実験は 2003 年に行われた「合成桁

収縮実験」1)を基に行う。 

2．実験方法 

実験は RC 供試体(写真 2-1)と、合成桁供試体(写真

2-2)の 2種類の供試体で行われ、それぞれ同じ配合、

同じ鉄筋配置で構成されている。合成桁ではコンク

リートの収縮を拘束する供試体である。この 2 つの

供試体を野外で放置し、2 時間ごとに計測を行い、

乾燥収縮挙動を得る。なお、乾燥収縮の計測は 2003

年11月17日～12月8日までの約1ヵ月間行われた。 

 

 

3．解析方法 

 解析は、前述の通り、有限要素法解析コード

FINAL を用いる。FINAL で同様のモデルを作成し

(図 3-1、3-2)、モデルのコンクリート要素に温度荷

重を載荷する。各計測点における収縮ひずみの大き

さと、実験値より得られた最終到達予測ひずみを照

合し、妥当性を確認する。 

 

 

 

 

図 4-1 RC 供試体鉄筋ひずみ 

4.実験結果 

図 4-1で示された赤ラインの位置で脱型が行われ、

それ以前の挙動は反応熱による膨張が結果として表

れていると思われる。脱型し、乾燥収縮が始まって

いる位置を基準とし、最大値を 0 に統一する。 

また、次に示す乾燥収縮の予測式 2)を用いて、こ

の供試体の最終収縮到達ひずみを予測する。 

𝜀′
𝑐𝑠
(t、t0)＝[1 − 𝑒𝑥𝑝{0.108(𝑡 − 𝑡0)

0.56}]𝜀′
𝑠ℎ
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写真 2-1 RC 供試体  写真 2-2 合成桁供試体 

図 3-1 RC 供試体モデルおよび計測点 

図 3-2 合成桁供試体モデルおよび計測点 

式(2) 
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最大値を 0 に統一し式(1)を用いて最終収縮ひずみ

を予測したものが図 4-2 である。よって、本実験で

使用するコンクリートの最終到達ひずみは 150μで

あると予測される。合成桁の各計測点においても、

RC 供試体と同様の検証を行い、最終到達ひずみを予

測する(図 4-3～4-5)。したがって、合成桁供試体の

それぞれの計測点において表 5-1 の通り乾燥収縮ひ

ずみを予測することができた。 

 

図 4-2 RC 供試体鉄筋ひずみ 収縮曲線比較 

 

図 4-3 15,16 番合成桁供試体 収縮曲線比較 

 

図 4-4 43,44.47,48 番合成桁供試体収縮曲線比較 

 

図 4-5 114 番合成桁供試体 収縮曲線比較 

5．解析結果および考察 

RC 供試体モデルは温度荷重-15℃載荷した際に

150μに到達した。(b)断面図を参照すると、計測点

付近断面でのコンクリートの応力はほぼ一様である

と確認できる(図 5-1(a,b))(注)。 

同様に、合成桁供試体モデルにも温度荷重-15℃を

与え、その際の各計測点におけるひずみを調べる。

(c)断面図を参照すると、コンクリートを拘束する I

型フランジによって、RC 供試体より強い応力が作用

していることが確認できる(図 5-2(c,d))(注)。 

また、実験結果による予測最終到達ひずみと、解

析によるひずみをまとめたものが表 5-1 である。 

以上のことから、乾燥収縮を FINAL 上で温度荷重

に置き換え検討した場合、誤差は 10％程度で再現が

可能であることがわかった。 

 

(a)全体図       (b)断面図 

図 5-1 RC 供試体コンクリート応力コンター図 

 

 

 

 

(c)全図      (d)断面図 

図 5-2 合成桁供試体コンクリート応力コンター図 

(注)コンクリートの応力(青字)、測点のひずみ(赤字) 

表 5-1 推定ひずみとFINALによる解析結果の比較 

 

(補足) 本研究は東日本旅客鉄道株式会社が実施す

る、RC 高架橋の乾燥収縮ひび割れ対策実験の

前段として行われた研究である。 
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